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はじめに
• 小浜市の農業について

• （平成27年,29年）農業者アンケート

• （令和元年-2年）人・農地プランの話合い

• 地域の状況に応じた集積・集約の取り組み

• ２階建て方式と地域資源管理組織

• 目指すべき方向性

P.2



取り組みから学んだこと
• 汗をかいてまいた話合いの種は5年先、10年先の農業に繋がる
⇒ 本質は地域計画を立てることではなく、地域で話し合うこと
• 農業委員会など農業関係組織や団体に前に立ってもらう
⇒ 地域の方々に構えずに話を聞いてもらえる
• 上手くいっていないこともある
⇒ 身近な成功例を作って紹介することで、やる気を出してもらう
• 農地中間管理事業に預けることで、営農の継続を担保
⇒ リタイア後の担い手が決まっていることで安心感が生まれる
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• 人口：28,128人（令和5年7月1日現在）

• 面積：233.11 km2

（うち森林面積183.58ｋ㎡。森林8割）

• 福井県南西部、若狭地域のほぼ中央に位置
みけつくに

• かつては朝廷に塩や海産物を献上していた「御食国」で、

• 京都へとつながる「鯖街道」の起点。そのような歴史を

背景に「食のまちづくり」を推進。

• 耕地面積 1,410ha（北陸農政局統計数値より）

地区名 特徴

小浜・雲浜・西津 市街地（農地少ない）

内外海 漁村（農地少ない）

口名田
中名田
加斗

中山間地
土地改良が進んでおらず、市内遊休農地
の約7割がこの地区に集中

今富、遠敷
ほぼ平野
10～30aの土地改良済み
一部では市街地化が進む

国富 ほぼ平野で30aの土地改良済み

宮川
松永

平野と山村
30a～2haの土地改良済み（宮川は
H18、松永はH21に基盤整備事業完
了）
担い手への農地集積率は７割超

小浜市の概要
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小浜市の概要

【上空からみた小浜市】

小 浜 湾

一級河川北川

二級河川南川
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40歳代
6%

50歳代
23%

60歳代
28%

70歳代
37%

80歳代
6%

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 合計
2名 8名 10名 13名 2名 35名

農業者の高齢化が進む中、担い手（認定農業
者）の高齢化も進んでおり、60歳以上が全体
の7割以上を占めている。今後は担い手の後継
者の確保が課題。

（出典：R2小浜市農業委員会調べ）

小浜市の農業の状況①
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①認定農業者（個人）の年齢分布

担い手が離農者の農地の受け皿となることで、
農地の集積化が進んでいる。

②担い手への農地集積

（%）
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国はR５年までに担い手への農地の集積
目標を80％としている。



小浜市の農業の状況②

農業生産額(H27)

米

92千万円

(76%)

いも類

2千万円

（2%）

野 菜

22千万円

（18%）

果 実

4千万円

（3%）

花 き

1千万円

（1%）

【総産出額 122千万円】（出典：生産農業所得統計）

区分 品目 JA出荷量（トン）

野菜 ミディトマト 91.7

青ネギ 55.6

キャベツ 51.4

ミニトマト 41.5

白ネギ 37.2

タマネギ 35.6

一寸ソラマメ 3.2

夏秋ナス 0.2

くだもの ウメ 55.6

イチジク 5.2

ブドウ 4

特産野菜・くだもの(R2)

基幹作物は米（水田率９０％以上）であり、
平成27年における農業産出額約12億2千万
円のうち約８割を米が占めています。
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地区内の遊休農地割合
5％以上10％未満
10％以上15％未満
15％以上

小浜市の農業の状況③

遊休農地の分布状況

耕作の条件が不利である中山間地域での荒廃化が進んでいます。

※数値はH29年度時点
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
特に小浜市西部（中名田・口名田・加斗）で割合が高い。
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内外海地区：８集落【プラン数：１】
仏谷、堅海、泊、若狭、阿納尻、甲ケ崎、阿納、
田烏

中名田地区：５集落【プラン数：１】
①小屋、上田、下田、和多田、深野

国富地区：８集落【プラン数：２】
①丸山、羽賀、奈胡、熊野、次吉、栗田、高塚
②太良庄

加斗地区：９集落【プラン数：１】
東勢、西勢、下加斗、上加斗、岡津、
鯉川、荒木、黒駒、法海

口名田地区：３集落【プラン数：２】
①相生、中井
②谷田部

今富地区：４集落【プラン数：４】
①府中②和久里③野代④尾崎

遠敷地区：５集落【プラン数：２】
①金屋、竜前、神宮寺、忠野
②遠敷

宮川地区：６集落
【実質化済み】

松永地区：８集落
【実質化済み】

対象集落数計：56集落
実質化したプラン：13

小浜市における実質化した人・農地プラン



仏谷
堅海
泊

和久里H28 既存の営農法人に集積
H31より農地中間管理機構関連農
地整備事業を実施

H30 集落営農組織（一般社団法人）を設立して農地集積
農地中間管理機構関連農地整備事業実施に向けて追加集積を実施予定

H27 地域で一つの営農組
織として株式会社を設立、
農地集積
R４ 大谷・本保区を中心
に農地中間管理機構関連農
地整備事業実施に向けた追
加集積を実施

H2９ 担い手組織を設立、農地集積
R1 土地改良実施に向けた追加集積

H29 既存の組織を株式会社化、
農地集積

H2９地域内外の認定農業者４名に農地集積
R3 追加集積を実施

H30 集落営農組織（一般社団
法人）を設立して農地集積

小浜市の農地中間管理事業実施状況

金屋野代

太良庄

飯盛

神宮寺

R3 担い手１名と法人に農地集積

R2 担い手6名に農地集積・集約
R4から農地耕作条件改善事業を実施

R2 担い手法人に農地集積

奈胡
熊野

R3 担い手法人を設立し、農地集積を実施
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竜前

R４ 集積済みの金屋、神宮寺と
共に土地改良事業を目指して、
担い手１名と法人に農地集積

羽賀

R4 集積済みの羽賀と共に土地改良事業を目指して、
担い手に農地集積

尾崎集積に向けて話し合いを継続中

中井
相生

集積に向けて話し合いを開始

谷田部
H26に集積。追加集積に向けて
話し合いを継続中

次吉
栗田他

国富他地区の集積を受
けて話合いを行う予定


